
　
　
　

た
５
月
定
例
会
で
は
、
住
民

　
　
　

投
票
後
の
大
阪
府
政
の
在
り

方
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

初
日
に
行
わ
れ
た
議
長
選
で
は
大
阪

維
新
の
会
の
今
井
豊
議
員
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
今
後
、
大
阪
都
構
想
の
対

案
と
な
る
も
の
が
他
党
か
ら
出
て
く

　
　
　

月　

日
か
ら
大
阪
府
議
会
・

　
　
　

５
月
定
例
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
４
月
に
大
阪
府
議
選
が
実
施
さ

れ
て
以
降
初
め
て
の
議
会
で
す
。

府
議
会
議
員
の
数
は
１
０
９
人
の
定

数
か
ら　

人
に
２
割
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
初
当
選
を
果
た
し
た
方
、
引
退

さ
れ
た
方
、
引
き
続
き
議
員
を
務
め

る
方
、残
念
な
が
ら
涙
を
呑
ん
だ
方
。

様
々
な
思
い
を
胸
に
、
第　

期
大
阪

府
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

自
身
も
、
二
期
目
と
な
る
今

　
　
　

期
は
新
た
な
役
職
を
拝
命
し

ま
し
た
。
大
阪
維
新
の
会
・
大
阪
府

議
団
で
は
こ
れ
ま
で
２
年
間
続
け
た

政
調
役
員
（
教
育
部
会
長
）
か
ら
、

副
政
調
会
長
（
教
育
委
員
会
・
府
民

文
化
・
商
工
労
働
担
当
）
に
。
維
新

府
議
団
の
政
策
決
定
に
深
く
関
わ
る

立
場
で
あ
り
大
阪
府
政
に
対
す
る
責

５私

ま

　
　
　

阪
府
と
堺
市
の
役
割
分
担
を

　
　
　

明
確
化
し
、
税
金
を
無
駄
使

い
す
る
こ
と
な
く
効
果
的
・
効
率
的

な
施
策
を
実
行
す
る
。
そ
し
て
堺
に

お
け
る
区
の
「
基
礎
行
政
」
を
拡
充

す
る
こ
と
で
住
民
に
と
っ
て
本
当
に

望
ま
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
。
こ
れ
が
私
が
引
き
続
き
目
指
す

役
所
の
在
り
方
で
す
。
大
阪
維
新
の

会
は
こ
れ
ま
で
「
大
阪
府
と
政
令
市

と
の
二
重
・
二
元
行
政
解
消
」と
「
区

の
役
割
の
拡
充
」
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。
大
阪
都
構
想
は
住
民
投
票
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
問

大

　
　
　

能
な
手
段
を
駆
使
し
な
が
ら
、

　
　
　

少
し
で
も
大
阪
・
堺
が
良
く

な
る
よ
う
に
知
恵
を
絞
り
行
動
し
ま

す
。『
大
阪
再
生
』
を
諦
め
る
こ
と
な

く
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
真
摯
な
議
論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

可

任
も
よ
り
重
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

他
に
も
会
派
の
代
表
と
し
て
出
席
す

る
会
議
が
加
わ
っ
た
り
と
期
数
を
重

ね
た
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
所

属
の
委
員
会
は
府
民
文
化
常
任
委
員

会
に
決
定
し
ま
し
た
。
選
挙
の
時
に

掲
げ
た
「
国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込

む
魅
力
あ
る
大
阪
」
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
」の

実
現
、
そ
し
て
地
元
・
堺
と
大
阪
府

の
効
果
的
な
連
携
を
目
指
し
ま
す
。

る
か
ど
う
か
、
知
事
か
ら
ど
の
よ
う

な
発
言
が
あ
る
か
な
ど
、
６
月　

日

ま
で
の
短
期
間
の
議
会
日
程
の
中
に

も
濃
い
や
り
取
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
結
果
に
つ
い
て
は
次
号
で
詳
し
く
お

伝
え
し
ま
す
）

題
は
未
だ
解
決
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
訴
え
か
け
て
き

た
こ
と
が
一
定
身
を
結
び
、
国
の
法

律
（
地
方
自
治
法
）
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
裏
面
の
「
府
政
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
月
は

「
広
域
行
政
」

に
つ
い
て
聞
い
た
け
ど
、

他
に
も
「
基
礎
行
政
」
と

い
う
の
も
あ
る
ん
だ
よ
ね
。

そ
う
、「
広
域
」
が
大
阪

全
体
の
広
い
範
囲
で
あ
る

の
に
対
し
て
、「
基
礎
」
は

も
っ
と
身
近
で
生
活
に

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る

も
の
を
指
し
て
い
る
ん
だ
。

今
の

「
基
礎
行
政
」

は
何
か
問
題
が
あ
る
の
？

　
　

例
え
ば
堺
の
よ
う
な

政
令
市
で
は
「
広
域
」
も

「
基
礎
」
も
手
が
け
ら
れ
る

反
面
、
ど
ち
ら
も
中
途
半
端

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
よ
。

堺
だ
っ
た
ら
「
区
」
ご
と

に
責
任
あ
る
区
長
を
選
ん
で
、

仕
事
が
で
き
る
権
限
と
お
金
を

渡
し
て
「
基
礎
行
政
」
を

充
実
さ
せ
た
い
ね
。

私
た
ち
の
声
が

届
き
や
す
く
な
る

と
い
い
な
！

～大阪再生への挑戦は続く～

大阪府議会・第18期スタート大阪府議会・第18期スタート

永藤タイムズ永藤タイムズ永藤タイムズ永藤タイムズ月刊
MONTHLY NAGAFUJI TIMES大 阪 の ”今 ”を 伝 え ま す！

基礎行政って何？
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http://www.nagafujihideki.com

月刊永藤タイムズの
バックナンバーを
ホームページにて
公開しています。
http://www.nagafujihideki.com

毎月
発行し

て
います！

[ 永藤英機　プロフィール ]
昭和51年7月13日生まれ（38歳）。
大阪府立大学経済学部を卒業後、ＳＥとし
てコンピュータ会社勤務、その後ファイナンシ
ャルプランナーとして株式会社を設立。2008
年2月に橋下知事が誕生し、「今なら大阪が
本当に変わるかもしれない」と共に大阪府政改
革に取り組むことを決意。2015年4月、大阪府
議会議員に二期目の当選。（堺市堺区選出）
大阪維新の会大阪府議団・副政調会長

ながふじひでき

月刊永藤タイムズバックナンバー案内

ながふじひでき

３名様以上お集まりの場に
お伺いして、府政の現状に
ついて直接お伝えします。
右下に記載の電話、ＦＡＸ、
メールなどでご相談ください。
（会費無料)

出前　　　報告会、行います！府政

まで！
〒590-0971 堺市堺区栄橋町 1 丁 7-3 栄橋ビル4階 ご意見、ご感想をお寄せ下さい！

ご意見、ご感想をお寄せ下さい！

TEL (072)228-3331 WEB : http://nagafujihideki.com/  

FAX: (072)344-5676  MAIL :  info@nagafujihideki.com

永藤英機事務所
大阪維新の会 大阪府議会議員

■ 府政に関する相談やお問い合わせは

永藤英機
事務所 南海

本線
堺駅国道

26号
線

中央環状線

●プラットプラット

●駅前ロータリー
東口

南口

●ポルタス堺

●アゴーラ
　リージェンシー堺
●アゴーラ
　リージェンシー堺

●ポルタス堺

●family mart
●神明神社

●コンフォート
    ホテル堺

●ジャパン

●ポルタス
　センタービル

●family mart
●神明神社

●コンフォート
    ホテル堺

●ジャパン

●ポルタス
　センタービル

東口

南口

府政トピックス 地方自治法の改正と「大阪都構想」地方自治法の改正と「大阪都構想」

5月17日に行われた大阪市民を対象とした住民投票では、賛成が約69.5

万票・反対が約70.6万票と僅かの差で否決されました。これにより、今

まで大阪維新の会が『大阪再生』を目的に掲げた「大阪都構想」という

手段に終止符が打たれました。私自身も地域政党・大阪維新の会が発足

した当初から活動に関わり、大阪府議会でも幾度となく議論を重ねてき

ただけに残念で悔しい思いです。しかし、前を向いて進まなければなり

ません。今回の各コーナーでも触れましたが「大阪府と政令市の二重行

政の解消と防止」、「区の役割の充実」は未だ課題として残ったままで

す。何よりも大阪を成長させるためには、大阪全体が一丸となって世界

の都市との競争に打ち勝っていかなくてはなりません。ようやくスター

トラインに立ち始めた『大阪再生』を一時的なものではなく将来に渡っ

て続けるためにはどのような仕組みが望ましいのか、真剣に考えること

が必要です。そのような意味では府議としての私の二期目は「止まって

いる改革を動かすための道筋をつけ、新しい大阪の土台を作る4年間」

と考えています。そのために他会派とも積極的に話をしながら大阪・堺

がより良くなるように行動していきます。

コラム「住民投票の結果を受けて」

平
成　

年
５
月
に「
府
県
と
政
令
市
の
二
重
行
政
の

解
消
」な
ど
を
目
的
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。府
と
市
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
の
主
な
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
府
と
政
令
市
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、こ
れ

ま
で
続
い
て
き
た
二
重
行
政
を
解
消
・
防
止
す
る
」、

「
区
で
で
き
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
現
在
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
く
ら
い
向
上
さ
せ
る
」。こ
れ
ら
を
目
指
す

も
の
が
大
阪
維
新
の
会
が
提
唱
し
た「
大
阪
都
構
想
」

で
し
た
。今
回
の
地
方
自
治
法
改
正
は
ま
だ
決
め
な

く
て
は
い
け
な
い
事
柄
が
多
く
、こ
の
ま
ま
の
状
態

で
は
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た「
大
阪

都
構
想
」ほ
ど
明
確
に
仕
組
み
を
作
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、そ
の
趣
旨
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。現
状
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、今
後
も
様
々
な
案
の
検
証
を
行
い
、実
行
に
結

び
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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・
政
令
指
定
都
市
と
都
道
府
県
の
仕
事
に
つ
い
て
、

  

連
絡
や
調
整
を
す
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
す

  

る「
調
整
会
議
」を
設
置
す
る
。（
話
し
合
い
を
す

  

る
こ
と
で
二
重
行
政
の
解
消
を
目
指
す
）

・
協
議
が
上
手
く
い
か
な
い
と
き
は
、知
事
・
市
長

  

の
申
し
出
に
よ
っ
て
総
務
大
臣
が
勧
告
を
行
う
。

・
区
が
行
う
仕
事
の
範
囲
を
条
例
で
決
め
る
。

  

（
今
よ
り
多
く
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
）

・
議
会
の
中
に
、区
ご
と
の
常
任
委
員
会
を
置
く
。

  

（
今
は
地
域
別
の
委
員
会
は
無
い
）

・
権
限
を
持
っ
た「
総
合
区
長
」を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

 ※

議
会
の
同
意
が
必
要

②「
総
合
区
」

①「
調
整
会
議
」


